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仙台市

令和の町内会講座

地域のニーズを把握して活動に生かす

２０２４年１２月１日

酒本 宏
KITABA



全国１２００以上の町内会・自治会の皆さんと意見交換

酒本 宏（さけもと ひろし）

• 株式会社KITABA 代表取締役

• 技術士（都市及び地方計画部門・総合監理部門）

• 北海道大学工学部非常勤講師（コミュニティデザイン）

• 北海学園大学非常勤講師

• 札幌市 まちづくりセンターアドバイザー

• 一般社団法人 北海道観光を考えるみんなの会 事務局長

• 札幌市内の町内会の総務部長

1
KITABA



2KITABA

2013年 町内会による加入促進活動支援事業企画運営
2014年 札幌市、仙台市、函館市、千歳市、上富良野町、滝川市、

砂川市などで町内会活性化関連の講演などを多数
2020年 札幌市町内会アドバイザー派遣業務（〜継続中）
2021年 横浜市瀬谷区、埼玉県戸田市、北海道斜里町で講演
2022年 仙台市、栃木県宇都宮市、砂川市、余市町、斜里町なでど講演・ワークショップ
2023年 札幌市町内会アドバイザー派遣業務、久留米市、堺市、川崎市、仙台市、

石巻市、盛岡市、大阪市職員研修、函館市職員研修などで講演・ワークショップ

札幌市
豊平区
手稲区
北広島市



今日の話題提供

１．コミュニティはいま

２．ニーズの把握

KITABA
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１．コミュニティはいま
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町内会運営は分岐点

令和の町内会

町内会運営は多数の選択肢

コロナ禍で活動を休止

デジタル化

ライフスタイルが大きく
変化

加入率低下
担い手不足

コロナ禍を越えた町内会



（１）コミュニティを取り巻く現状

6

高齢化 防災体制

少子化 孤独・コミュニティ
の場

ヤングケアラー

交流・環境美化など

KITABA

基本
機能

地域
課題

地域
課題

基本
機能

基本
機能

地域
課題



（２）町内会の活動がコミュニティの価値を高める

住んでみたいまち
住み続けたいまち

コミュニティの価値を高める
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安心・安全なコミュニティ
適度な人のつながりと交流
災害時の助け合い
楽しい暮らし

地域コミュニティの中心的な担い手の町内会
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10
暮らしを支える活動

高齢者向けの活動

安心安全の活動

防災体制・訓練

若い世代向けの活

動

子育て支援・子ども

向け活動

オープンな組織

情報発信と共有

他団体との連携

列2 列3

（３）全国の町内会・自治会でレーダーチャートをやってみた

町内内清掃・環境美化
ごみ集積所の管理 など

高齢者の見守り
高齢者クラブ など

交通安全
防犯パトロールなど

KITABA
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主な活動 主な参加者

４月 町会総会・懇親会 役員・班長

５月 清掃・健康体操 清掃は住民/健康体操は高齢者

６月 お祭り 住民全体

７月 健康体操 高齢者

８月 カラオケ大会 高齢者

９月 防災訓練・秋祭り 住民全体

10月 清掃・健康体操 清掃は住民/健康体操は高齢者

11月 カラオケ大会 高齢者

12月 忘年会・日帰り旅行 住民全体・主に高齢者

1月 新年交流会 役員が中心

2月 健康体操 高齢者

3月 進学祝い金 子ども

■ある町内会の年間行事

KITABA

ある町内会の活動をみてみると



（４）コミュニティの中心的組織・町内会の変遷
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少子高齢化

1940年代 2020年代

•高齢者の見守り
•高齢者サークル
•防災 などが追加

2000年

自家用車の普及

1960年代

KITABA

•お祭り
•運動会
•町内会で旅行
•葬式

人口増加 人口減少

町内会を
みんな

知っている
多くが加入

課題の表面化
役割の増加

加入率低下
担い手不足
町内会を
知らない

インターネット

ライフスタイルの変化

町内会
活動

活動の踏襲 •子育て支援
•地域食堂



（５）町内会役員と若い世代の違い
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運動会
忘年会・新年会
バス旅行
高齢者クラブ
健康イベント
マスメディアで情報
回覧板・電話

ハロウィン
クリスマス会
キッチンカーイベント
子育てサロン・地域食堂
コミュニティカフェ
インターネットで情報
SNSでコミュニケーション

楽しいことをしたい令和昭和の活動を継承

町内会の役員世代 現役世代・若い世代・子育て世代

60代・70代・80代

KITABA



（６）こんな思い込みはありませんか？
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たとえば
若い世代に対して…
・若い人は町内会に関心がないよね
・若い人は経験が少ないからわからないと思うけど…
・高齢者の方がこう言ってるんだから、従ったほうがいいよ

特定の性別に対して…
・女性が会計や書記をやった方がいいよ
・交流会の食事や子どもの世話は女性に担当してもらおう
・重要な意思決定は男性がした方がいいね

特定の職業の方に対して…
・会社員は忙しくて、町内会の仕事はしてくれないよ
・自営業や主婦・主夫は時間に余裕があるよね

思い込みは活躍の可能性を見逃してしまう



（７）役員と住民のつながりが少ない
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60代・70代・80代が中心
役員の数も多い

町内会役員

現役世代（〜65歳）
コミュニティには関心

子育て世代
子育て支援へのニーズ

若い世代
孤独感

コミュニティへの高いニーズ

• 町内会全盛期（昭和）をイメージ
• 高齢者による
高齢者向けの活動が中心

• 若い世代は町内会に関心がないと
思っている

地域コミュニティの住民

つながりが少ない

役員の担い手
不足が課題

KITABA



２．ニーズの把握

KITABA
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• つながりをつくるためには、住民ニーズを知ることが必要。
• その上で、若い世代向けの活動や町内会運営を考えよう。

• 子ども向けイベントがあるとよい
• 子ども向けのクリスマス会などは手伝える

• 子育て中は孤独になりがち
• コミュニティのなかで子育てのアドバイ

スがあると良い

• コミュニティは大切だと思う
• 孤独を感じている
• 適度な人のつながりは必要
• お祭りは楽しみにしている

育児中の住民

子育て世代

若い世代

（１）住民ニーズを把握する

KITABA
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●仙台市などの子育て世代のニーズ
（令和４年 仙台市居住の乳幼児〜小学生の子育てをしている方々への対面・オンライン
ヒアリング）

• 子どもを連れておしゃべりできる場所があるとよい
• 会館をオープンな場として利用できるとよい
• 緊急時に近隣の方に子どもを預けられるような仕組みがあるとよい
• 地域全体で子どもを育てるような活動があるとよい
• 子育て世代が町内会活動に参加するきっかけとなる取組があるとよい
• 子育て世代が参画しやすい雰囲気があるとよい

KITABA
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• 町内会の交流イベントには機会があれば参加してみたい
• 問い合わせ窓口などがわからない・情報がない

• きっかけがわからないし一人で参加するのは気が引ける

• 子どものことを気軽に相談できる町内会なら加入してもよい
• 小さな子どもが参加できる活動があれば加入してもよい
• 子どもがいるので負担が大きいなら加入しない

●子育て世代・若い世代の町内会に対する意見

子育て世代

若い世代

• 町内会費を振込とか電子決済で対応して欲しい
• 町内会の回覧板はLINEで見られるとよい

KITABA
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●集合住宅の町内会へのニーズ

子どもの
イベント

子育て
サロン

まち歩き
イベント

防災訓練
図上訓練

お祭り

KITABA

他の地域の住民アンケートでは、
広い世代から支持が多いイベント

マンションに子育て世代が多く
入居するようであれば、自治会
に関心を持ってもらえるイベント

初めての地域のことは誰もが知
りたいと思っている。
自治会で新しい住民にまちのこ
とを案内するイベントは自治会を
知ってもらう上からも効果的。

マンション購入者も防災のことは
気になるポイント。
自治会が防災活動をPRしてマン
ションの方々に参加してもらうこ
とが加入促進うえからも効果的。

自治会の情報を伝えるために
デジタル回覧板なども必要

回覧板の
電子化
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（２）カフェミーティングでニーズを把握

• 町内の子育て世代などを対象に少人数でカフェで気軽に話を聞いて
みよう。

• テーマは、「暮らしやすいコミュニティ」など町内会のことを強調しないよ
うにしながら話を聞く。

• 聞き手は少人数（１名か２名）とする。

KITABA
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カフェミーティングは託児スペースと保育士さんにサポートしてもらうことで
参加しやすい会になる



KITABA
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三日月町内会の事例

• カフェミーティングでは、子育て世代の視
点で町内会活動について意見を出しても
らった。

• そのなかで、12月にクリスマス会を実施す
ることになった。

【ミーティング概要】
・町内会内に住む子育て世代・若い世代を
対象に実施
・若い世代が５名ほど参加し、町内会役員も
交えた意見交換を行った。
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（２）アンケートでニーズを把握する

アンケート調査

担い手発掘

町内会の課題
の共有

活動の棚卸し

ニーズの把握
住民のニーズを把握

役員などの担い手発掘

サポーター制度

役員の負担軽減

組織の再編・見直し

新たな活動

ビジョンの策定

町内会への関心

加入促進

KITABA

１）アンケートの実施

• 住民アンケートを実施して、ニーズを把握するともに人材の発掘などを
行う。



２）アンケート調査の進め方

KITABA
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アンケートの回収率を高める方法

• アンケート配布は、班長さんなどが各戸に配布する方法が想定される。

• アンケートの回収は、回答したアンケート用紙を封筒に封入して班長さんのところ

に持ってきてもらうと、回収率が高くなる。

アンケート用紙（案）

役員会などで内容確認

アンケート票の修正

アンケートの配布
各世帯にポスティング

回収

集計・取りまとめ アンケート結果
のお知らせ

※アンケート結果のお知らせイメージ
（回覧板、各戸配布、LINEで共有な

ど）

活動の棚卸し・事業の見直し検討
（総会資料への反映）

●●町内
会

１〜２週間
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アンケート調査の配布物

• 個人情報に関わる書類となるため、封筒に入れて配ることが必要となる。
アンケート用紙、案内文
封筒（提出してもらう時にもご使用いただく）

• 町内会・自治会の方でご用意していただく。

アンケート用
（A4）

封筒に入れて配布

封入

各戸へ配布

回答者は、アンケート
を配布した封筒に入れ
て（または返送用の封
筒を別用意）
提出してもらう

班長さんまで提出
（または、会館や集会所

ポスト提出）

• 提出用の封筒にもなるた
め、配布の際はのり付け
せずに、仮留め程度で

スマホでも

回答ができ
る



３）アンケート票の作成

①アンケートの目的

• アンケートを実施する目的は、町内会が抱える課題の共有、住民ニー
ズの把握、人材の発掘、課題に対する意見など様々。

• アンケートの設問を検討するために目的を整理することが必要。

②アンケート票（調査票）の作成
• 目的からアンケートの設問と設問に対する選択肢を検討する。
• アンケート用紙は、４〜５ページを目処に作成する。

24

想定されるアンケートの設問
• 町内会の会員の属性など（年代、性別、世帯の構成など）
• 参加したことのある活動

• 今後必要だと思われる活動
• 希望する情報発信方法（回覧板、掲示板、メール、SNSなど）
• 担い手不足に対する会員の意見・意向
• 町内会組織運営への参加の意識（人材の発掘）
• 自由意見

KITABA
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４）アンケートの案内文の作成

町内会・自治会の課題を明記

KITABA

スマートフォンで回答できるよう
にすることで回答率を高めるこ
とができる



KITABA
26

アンケートの依頼文をわかりやすく
提示している町内会もある。

横新道第一町内会からのお知らせ

横新道第一町内会総務部長宮本孝一 0 1 1 -7 7 2 -2 6 7 0TEL

回答期限

問い合わせ

スマホでもOK

回答・ 提出方法は同封の「 アンケート のお願い」 をご覧く ださ い

※これらの活動は、
すべて町内会費から
捻出して行なってい

ます

町内会活動を中心的に行う 役員の担い手や、 活動をサポート してく れる方々が不足しています。

役員交代もう まく いかないため、町内会の存続も危ぶまれる状況です。

今後の町内会の活動や運営のあり方を検討するため、 会員の皆さんの考えをお聞かせく ださい。

安全な道や冬期の
除排雪ができない

パート ナーシッ プ排雪

交流のための
イベント がなく なる

ラジオ体操・ 夏祭りなど

町内会の“運営や活動” を検討する
アンケート にご協力く ださい！！

町内会がなくなると、

こんな事態に！

会員のための
検診ができない
胃・ 大腸がん、 乳がんなど

防犯や交通安全・
見守り活動がなく なる

子ども 1 1 0番の家など

ごみステーショ ン
の管理がされない

高齢化で役員の担い手が不足
活動をサポート してく れる方が必要
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８）アンケート票（サンプル）

KITABA

回答者の世代も
解るようにする
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活動への参加のきっかけ
に対する設問

KITABA

活動の見直しのための設問



29KITABA

運営の基本的考え方に
関する設問

回覧板の閲覧に関する設問

情報共有の手段い関する
設問
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役員の担い手・人材発掘
に関する設問

活動の支援をしてもらえ
る方に連絡先を記載して
もらう



KITABA
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見守りなど町内会が抱えて
いる課題についての設問

町内会の今後のあり方な
どの設問

自由記入



• アンケート結果を整理する。
• ニーズの把握と同時に活動の棚卸しを行うことも、役員
の負担軽減のために必要。

日帰り旅行

夏まつり

ラジオ体操

敬老の日お祝い
女性部主催事業

忘年会

アイスキャンドル

花壇整備・清掃

ふれあいサロン

○○の集い
○○サロン

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

参加者が少なく、継続希望も低い
・見直しが必要、必要に応じて統廃合
も検討

参加者が多く、継続希望も高い
重要度が高く、継続の方向
※負担軽減の検討は必要

参加者は多いが、継続希望が低い
・内容を見直して、参加頻度を高め
る（必要に応じて統廃合も検討）

（％）

総数=N人

継
続
希
望
（
継
続
を
希
望
し
て
い
る
割
合
）

認知度（アンケートで住民が知っている割合）

KITABA

４）アンケート分析
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アンケートの事例（ある町内会の結果から）

KITABA
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39.9

20.5

17.3

16.7

13.7

11.9

11.6

5.4

5.4

3.6

3.3

9.5

24.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

夏祭り

防災の訓練や勉強会

健康づくり教室

日帰りバス旅行

子ども向けイベント（ハローウィン、クリスマス会など）

スマートフォン・SNSの使い方講座

冬のイベント（公園でスノーキャンドルなど）

料理教室・お菓子づくり教室

地域食堂（集まって食事）

お茶会

子育てサロン

その他

無回答

設問

• どのような企画・テーマであれば今後、またはこれからも参加したい
ですか。

ニーズの把握では、全体と合わせて年代別に分けてみることが大切。



アンケートのポイント
• ニーズは年代別に分けてみることが大切。
• 全体では、健康づくり教室や日帰りバス旅行の支持が多くても、年代別にみると
若い世代からは支持が少ないことが解る。

KITABA 34
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７．北野まきば町内会

５）アンケート結果の発信

・アンケート調査の結果は、住民にしっかり伝えていく。

35
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役員交代の“輪番制”導入に向けた
アンケート結果のお知らせ

令和5年1 1月に実施したアンケート にご協力いただき、 誠にありがと う ございました。
ご回答いただいた内容は、 これからのより良い町内会運営に役立てていきます。 今後と
も町内会へのご理解・ ご協力を宜し く お願い致します。
このアンケート は札幌市が実施する「 町内会アド バイザー派遣制度」 を活用して取りま
とめました。 集計等に札幌市と委託事業者の（ 株） Glocal Designが協力しました。

調査対象：北野まきば町内会 会員（315世帯） 回収率：62.5％（197件（紙:120、WEB:77）回収）

回答者属性
家族構成

輪番制の導入について

輪番制導入への考え 「反対」「どちらかといえば反対」の主な理由

（N=197）

１
賛成の割合（ 「 賛成」 「 どちらかといえば賛成」 の合計） が過半数を上回った一方で、

「 役員業務の引き継ぎ」 「 業務内容の見える化」 「 健康などへの配慮方法」 などに懸念を
持つ意見が寄せられました。
このため、 今後はご意見を参考に慎重な検討を進めながら、 輪番制の具体化を図ってい

く ことを考えています。

北野まきば町内会北野まきば町内会北野まきば町内会

16
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0 20 40 60

80代以上
70代
60代
50代
40代
30代
20代
10代
0〜9歳

男性 女性

（人）

30

90

40

22

1

14

①賛成

②どちらかと

いえば賛成
③どちらかと

いえば反対
④反対

無効値

無回答

⚫ 仕事の都合で時間がとれない
仕事との両立で町内会活動の時間を取るこ
とが難しい など

⚫ 輪番制に変更することへの懸念
役員の仕事の引き継ぎなど、 う まく まわら
ないのではないか など

⚫ 健康状態に対する懸念
年齢や健康状態の配慮の仕方は、 どのよう
にするのか など

⚫ その他
役員の仕事内容がわからないため、 自分が
対応できるかわからない など

（N=197）

（人）

25

50

5

86

43

12
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

①清掃活動・福祉除雪は協力できる

②事前にわかっていれば催しの企画・準備や…

③「会報まきば」や町内会のお知らせ（SNSで情…

④健康状態、年齢や時間的制限などにより…

⑤町内会活動（行事）には参加するが、…

⑥その他

無回答

町内会活動について

これから 町内会活動について

行事や活動 継続意向

輪番制移行まで 間、役員をお手伝いいただけるか（複数回答）

輪番制移行まで 間、町内会活動をお手伝いいただけるか（複数回答）

３

２

町内会への参加の可能性については、 「 できる時にできる範囲で」 なら協力できるという
回答も多く いただきました。 今後の町内会の運営に望むものとしては役員や班長の負担軽減
があげられています。 こう したご意見を参考に、 会員のニーズに応じた運営や活動を行なっ
ていきたいと考えています。

普段からさまざまな活動に参加と協力をいただいていることがわかりました。
また、 継続を期待する声が多く ある一方で、 負担軽減から活動の縮小を望んでいる意向が

あることもあり 、 今後、 会員のニーズを踏まえた活動を進めていく ことを考えています。

N=197

継
続
し
た
ほ
う
が
良
い
と
答
え
た
人
数

参加したことがあると答えた人数

活動・行事へ 参加経験×継続意向

A．参加率が低いが、 継続したほう が良い B．参加率が高く 、 継続したほう が良い

D．参加率が高いが、 継続しなく ても良いC．参加率が低く 、 継続しなく ても良い

2

7

45

143

0 20 40 60 80 100 120 140 160

①次の総会後に、役員をやってもよい

②仕事や家庭を優先できるのであれば、役員を…

③その他

無回答

②仕事や家庭を優先できる であれ 、
役員をやってもよい

（N=197）

（N=197）

（人）

（人）

②事前にわかっていれ 催し 企画・準備や
当日 サポート・手伝いならできる

③「会報まき 」や町内会 お知らせ（SNSで情
報発信）などを作るくらいならできる

④健康状態、年齢や時間的制限などにより町内
会活動（行事）に参加すること 難しい
⑤町内会活動（行事）に 参加するが、

運営 サポート できない
具体的に連絡先など
記名いただいた方は

3 1名でした！

①総会（ ４ 月）

②吉田川河川草刈清掃（ 5月）

③夏休みラジオ体操（ ７ 月）

④七夕飾り とイベント （ ８ 月）

⑤まきば秋まつり （ ９ 月）

⑥まきば町内会自主防災訓練（ １ ０ 月）
⑦クリ スマス会（ １ ２ 月）

⑧除雪パート ナーシッ プ（ ２ 月）

⑨ママ友・ パパ友サロン

⑪ごみステーショ ンの管理・ 清掃

⑭まきば友の会(老人クラブ )

⑮福祉の活動（ 見守り 、 茶話会、 健康体操など）
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６）アンケートからの人材発掘
• 役員や行事の手伝いなど、どのようなかたちで町内会活動に参加できるか

を以下のように確認することが重要。

サポーター顔合わせ会の実施など
• アンケートで名前を書いていただいた方に直接アプローチ
• 顔合わせ会を実施し、実際にどのように町内会運営に取り組めそうかを話
し合った。

• サポーターは顔合わせ時にLINEなど連絡を取りやすい手段でつながること
が大切である。
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アンケートで広く人材の発掘

• 町内会の役員は、顔見知りからが多く、その範囲や世代は限られている。
• アンケートで広く人材を発掘することが大切である。

KITABA
37

顔見知りの範囲・世代が近い

役員

知人

アンケートでの人材発掘範囲

子育て世代など
多世代

地域に貢献したい

役員による直接的人材発掘範囲

やれる時に
やれる範囲内で

地域コミュニティの
力が必要



７）アンケートから再生した町内会（札幌市手稲区富丘東四町内会）

KITABA

担い手不足で
町内会の解散を役員会で決定

解散の前にアドバイザーに相談

住民にアンケート

解散を支持したのは１割
若い世代の発掘

発掘した若い世代との意見交換

新たな活動のアイディア

アンケートに基づく組織の見直し

日帰り旅行、新年交流会などを廃止
部の統廃合によって組織を縮小
サポーター制度（できるときにできることを）

サポーターの
企画運営によるイベント

ハロウィン・クリスマス会

サポーターの増加

38
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サポーターが企画・開催したクリスマス会



ご清聴ありがとうございました
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ワークショップの進め方
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ワークショップのテーマ

とある町内会のアンケート結果を見て
町内会運営の見直しを考える
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グループで話し合うこと

【テーマ１】とある町内会のアンケート結果を見てみましょ

う

• 別添資料（実際のある町内会のアンケート結果）を見ながら、気づいたことを話し合

いましょう

【テーマ２】アンケート結果をもとに、町内会活動をどう見

直していけるかと考える

• アンケートの結果から、町内会活動をどう見直していくかを話し合いましょう

43KITABA

＜見直しの視点＞

・ニーズに応えた行事の内容

・若い世代も受け取りやすい情報発信の方法

・多様な人が参加しやすい町内会運営の体制 など



【シートのイメージ】
アンケートを見て気づいたこと

〜〜〜のために
〜〜する

〜〜〜のために
〜〜する

〜〜〜のために
〜〜する

A４の用紙に書い
てください
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情報発信の見直し 運営体制の見直し

ニーズに応えた行事の内容



本日のワークショップの進め方

⚫ 各グループの中で、「進行役」「書記」を決めて
もらい、グループでの意見交換を進めます。

⚫ 「進行役」の方は、グループ内のメンバーから意見を
出してもらうなど話し合いの進行を行います。

⚫ 「書記」の方は、グループメンバーの発言を付箋紙
に書き留めていきます。
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グループでの話し合いの進め方

①グループのメンバーで自己紹介

おひとり １分でお願いします！！

②各グループのなかで、「進行役」「書記」
を

決めてください。

※指名でも、立候補でも、じゃんけんでもいいです！

※２分間で決めてください！

5分

2分
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話し合いのときの約束事

●話は短めに（話しすぎ注意）

●違ってて当たり前（否定しない）

●話をつなげる（話を楽しむ）

●アイデアは質より量

長くても2～3分/人くらいが目安です
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